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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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962.53 1.50 1.50
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948.98 10.85 15.05
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密
な

シルト質砂礫
上部植物根分多い
径φ2～30mm程度の礫を主体とし
、所々にコア長80mm程度の粗石
混入
擁壁工事の際に乱されたものと推
定

シルト質砂礫
径φ2～50mm程度の礫主体
所々にコア長100mm程度の粗石混
入

火山砕屑物
径φ2～20mm程度の礫主体
マトリックスは細粒土～粗砂
コア長80～390mm程度の粗石が非
常に多い
深度10.00m付近より暗赤灰色の安
山岩多い
孔壁は若干の崩れあり
深度9.60m以深は、孔壁の自立性
高い
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